
縁
起
に
就

い
て

宮

本

正

尊

1
 
佛
教
の
根
本
的
立
場
と
縁
起

縁
起
が
佛
教
の
根
本
的
立
場
で
あ
る
と
い
ふ
表
現
は
近
代
的
で
あ
る
。
こ
れ

は
原
始
的
に
は
縁
起
を
成
道
鶴
と
し
た
阿
含
の
一
着
想
に
湖
り
得
る
。
し
か
し

成
道
襯
に
は
幾
通
り
も
あ
り
、
最
勝
説
法
た
る
四
諦
襯
の
方
が
よ
り
原
型
的
で

あ
る
。
さ
ら
に
縁
起
そ
の
も
の
の
説
き
方
に
幾
つ
か
の
型
が
あ
る
。
そ
れ
は
理

論
研
究
の
結
果
生
れ
た
術
語
で
あ
る
か
ら
で
あ
ら
う
。
苦
の
現
實
諦
観
が
精
細

に
な
り
、
そ
れ
を
理
論
的
に
根
據
づ
け
を
す
る
役
割
を
持
つ
の
で
あ
る
。
四
諦

も

十
六
行
相

の
苦
諦
下

に
苦

・
塞

・
非
常

・
非
我

が
あ

り
、
集
諦

下
に
因
 
h
e
t
u

集
 
s
a
m
u
d
a
y
a
 
生
 
p
r
a
b
h
a
v
a
 
縁
 
p
r
a
t
y
a
y
a
 
が

見
出
さ
れ
る
如

く
、

そ

の

も

も

因
生
 
h
e
t
u
-
p
r
a
b
h
a
v
a
 
は
、
馬
勝
が
舎
利
弗
に
説
い
た
因
生
 
h
e
t
q
p
p
a
b
h
a
v
a

に
達
な
る
。
縁
起
の
相
關
原
理
た
る
性
格
づ
け
に
成
功
し
た
の
は
、
龍
樹
が

「縁
起
は
塞
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
假
で
あ
り
、
中
道
で
あ
る
」
と
纒
め
て
か

ら
で
、
塞
翻
の
深
達
に
件
ふ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
龍
樹
の
決
判
に
も
拘
ら

ず
、
種
子
因
生
鶴
も
胎
生
學
的
考
察
も
併
び
行
は
れ
た
。
一
縁
起
説
よ
り
十
二

縁
起
説
に
至
る
ま
で
、
古
く
か
ら
各
種
の
縁
起
説
が
列
墨
さ
れ
て
ゐ
た
し
、
後

世
に
は
頼
耶
縁
起
説
か
ら
法
界
縁
起
六
大
縁
起
ま
で
読
か
れ
た
。
縁
起
説
で
な

い
も
の
ま
で
縁
起
説
と
し
て
打
出
さ
れ
た
反
面
、
各
宗
の
祀
師
で
縁
起
に
鰯
れ

ず
し
て
宗
義
を
説
い
て
ゐ
る
も
の
も
多
い
。

2
 
他
に
類
例
の
な
い
佛
教
用
語

佛
教

の
特
質
を
示
す
用
語
と
し
て
は
、

三
法
印

の
無
常

・
無
我

・
浬
繋
を
始

め
中
道

・
縁
起

・
波
羅
蜜
等
が
あ
る
。

こ
の
中

で
他
に
全

く
類
例
を
見
な

い
も

の
を
嚴

密
に
限

定
す

る
と
、
中
道
と
縁
起
と
な
る
。
苦

・
無
常

・
無
我

は
佛
教

以
外
に
も
類
似

の
用
語

が
あ
り
、

波
羅
蜜
は
後
代
的
で
あ
る
。
浬
葉

は
佛

教

の

基
礎
的
原
理
で
あ

つ
て
、
古
來

三
法
印
に
籔

へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
後
世

諸
學
派

も
探
用
し

一
般
的

用
語

と
な

つ
た
。

佛
が
中
道
に
よ

つ
て
現
等
畳

し
た
と
言
は

れ
る
如
く
、

中
道

が
佛

の
立
場

で
あ
る

こ
と
は
、

初
韓

法
輪
經
等

の
原
始
佛

教

に
照
ら
し
、

大
小
乗
を
道
観

し
て
、
動

か
な

い
。
佛
教

以
前

及
び
同
時
代

の
印

度
思
想

の
う

ち
に
檢
討

し
て
も
、

ま
た
現
代
及
び
將

來

の
世
界
思
想
を
勘
考

し

て
も
、
同
様

で
あ

る
。

し
か
ら
ば
縁
起
は
ど
う
か
。

5

縁
起
は
果

し
て
原
初
的
術
語
か

p
a
t
ic
c
a
s
a
m
u
p
p
a
d
a
,
 
p
r
a
t
i
t
y
a
s
a
m
 
u
t
p
a
d
a
 
が

縁

起

と

謬

さ
れ
て
ゐ

る
。

現
代

の
知
識
人

が
果
し

て
こ
れ
を

一
般

思
想
用
語

と
し
て
理
解

し
探

り
上

げ
る
か
、
ど
う

か
。

こ

の
點
、

中
道
や
八
正
道
は
常
識

に
富

ん
だ
健
全

な
人
生

襯
を
規
定
し
た
も

の
と
し
て
、

ア
リ

ア
ソ
文
化

の

一
般

用
語

の
う

ち
に
熟

し
た

と
見
て
も
、

素
直
に
受

け
取
れ
る
し
、
中
道
は
現
代
人

で
さ

へ
も
廣

く
使

つ
て

ゐ
る
。

こ
れ
に
野

し
、
縁
起
は
佛
教
者
は
分

つ
た
心
算

で
ゐ
る
が
、
世
俗

は
字

義
通
り
に
由
來
と
鮮

し
、

何

々
寺
縁
起
な
ど

と
使

つ

て

ゐ

る
。

「因

縁
生
」
よ

り
も
理
解
し
苦

く
、
原
語
そ

の
も

の
も
直

ぐ
分
か
る
言
葉
使

ひ
で
な

い
。
N
i
r
-

v
a
n
a
 は
現
代
英
語

に
な

つ
て
ゐ
る

が
、

p
r
a
t
i
t
y
a
-
s
a
m
u
t
p
a
d
a
 
を

現
代
語

に
す

る
に
は
、

工
夫

が
要
る
。

縁
起
は
理
論
づ
け
を
す

る
思
索
的
な

特
殊

用
語

で
、
中
道

・
八
正
道

よ
り
は

一
歩
深

つ
た
性
格
を
持

つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ

る
。

換
言
す
れ
ば
、

阿
毘
達
磨
的
研
究
所
塵

の

「
甚
深
」

の
言
葉

で
あ

る
。

4
 
自
我
主
義

の
ア
リ

ア
ン
開
拓
文
化
と
佛

教

の
特
質

ア
リ

ア
ン
文
化
用
語

は
自
我
主
義
と
開
拓
征
服
植
民
主
義

の
領
域

に
あ
り
、

縁
起

に
就

い
て
 
(
宮

本
)
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縁
起

に
就

い
て
 
(
宮

本
)

A
ry
a
n
 n
a
tio
n
a
lis
m
 
の
椎
を
持

つ
。
佛
教

は

そ

の
開
拓
主
義
を

「
正
し

い

人
倫

的
立
場
」
に
置
き
か

へ
、
自

我
中
心

の
殻
を
破
り

「
他

の
存

在
便
値
」
を

認

め
ん
と
す
る
新
し

い
社
會
理
念
を
持

つ
。
自

と
他
を
共
に
生
か
す

爲
に
、
忍

辱
精
進

の
實
蹉

に
努
め
る
菩
薩
行

を
根
幹

と
し
、

中
道
を
實
陵

原
理
と
す

る
。

無
常

・
無
我
は

「
自
己
否

定
」

と
し
て
は
直

接
的
表
現

で
あ
る
が
、
も

の
の
存

在
便
値

や
他

の
人
格
存
在
を
認
め
る
用
語

と
し
て
は
、
間
接
的
で
あ
る
。

縁
起

は
衆

縁

の
存
在
便
植
を
認
め
る
原

理
と
し
て
は
、
端
的
な
直
接
表
現
と
爲
し
難

い
け

れ
ど
、

そ
れ
を
ね
ら

つ
た
理
づ
め

の
思
想
用
語
で
あ
る
。

科
學
的

で
あ
る

と
さ

へ
言
ひ
得
る
。

こ
れ
ら
佛

教
用
語

の
特
徴
は
、
自
我
的
植
民

の
 N
a
t
i
o
n
-

(
1
)

a
lis
m
 を
超
え
た
、
協
同
社
會
的
な

平
等
觀
 
U
n
i
v
e
r
s
a
l
i
s
m
 

の
基
調
に
あ

る
。

こ
の
新
時
代

の
基
調
は
、
衆

多
因

縁

の

卒

等

性
 
sa
m
a
ta
 人
倫

の

正

し
さ

s
a
m
m
a
 對
立
を
生
か
す
中
道
 
m
a
j
j
h
i
m
a
 
p
a
t
i
p
a
d
a
 
に

あ

つ
て
、
自
我
選

民
主
義

の
ナ
シ
・ヨ
ナ
リ
ズ

ム
の
畑

に
は
育

ち
得
な

い
。
佛
教
は
文
化
と
し
て

ア

リ
ア

ン
自
由
開
拓
主
義

を
承
け

て
、

中
道

に
よ

つ
て
こ
れ
を
牧

め
、

新
し

い
社

會
理
念
と
し
て
は
無
我

・
縁
起
を
説
き
、
宗

教
的

に
は
慈
悲
と
浬
繋

の
性

格
を

(
2
)

持

つ
。
「
縁
起
」

の
性

格
決
定
も

こ
の
成
立
史
的
基

盤
の
う
ち
に
あ
る
。

5
 

因
起
と
縁
起

縁
起
は

「
因
起
」
に
勢
し

て
新
時
代
的
性
格
を
も

つ
。
因
起
と
縁
起
は

「
因

生
と
縁
生
」
と

し
て
も
よ

い
。
因

生

・
因
起
は
自
我
及
び
自
性

の
思
想
に
伴

ふ

も

の
で
あ
つ
て
、
入
間
が
原
始
時
代
よ
り
今
日
ま

で
持

ち
績
け

て
ゐ
る
。

「
自
」

「
因
」
「種
」
は
自
我

・
自
己
原
因

・
種
子
と
し

て
、
こ
れ
に
勢
す
る

も

の
は

「
他
」
「
縁
」
「
類
」

で
あ
る
。

自
と
因
に
封
す
る
他
と
縁
と
は
、

こ
れ
を

二

」

に
甥
す
る

「衆
多
」

と
表
出
し

て
も
よ

い
。
衆
多
に
意
義

を
認
め
る

こ
と
は
、

鑛
大
さ
れ
た
環
境
、

開
か
れ
た
肚
會

に
お
い
て
の
み
可
能

で
あ
る
。

大
自
然

の

恩
悪
と
大
宇
宙

の
調
和
を
感
じ
得
る
環
境
、

相
手
と
共
に
生
き
、

勢
立
を
宥
す

寛
容
精
神

が
通
る
社
會
を
豫
想
せ
ず
し

て
は
生
れ
得
な

い
。
縁
起
は
か
か
る
新

時
代

の
理
念
を
解
明
す

る
思
想
用
語

で
あ
る
が
、

説
明
を
聞

い
て
始

め
て
成
程

と
う
な
つ
く
語
形
を
持

つ
。
随

つ
て
語
義
解
繹
も
後
世
ま

で
論
諄
を
績

け
た
。

id
a
p
a
c
c
a
y
a
t
a
 に
し
て
も
、

「
個
」

の
具
磯
性

に
重
點

が
あ
る
。

無

我

も

縁

起
も

「
共
相
」
に
騒
す
る
が
、
無
我

の
方
は
ま
だ

分
り
易

い
。
何
れ
も

自
我

文

化

に
封
す

る
プ

ロ
テ
ス
ト
で
あ
り
、

反
動
的
性
格
を
持

つ
。

し
か
し
分
り
易

い

無
我

に
は
反
甥
す
る
幾
多

の
論
難
が
鋒
起
し
た

に
拘
ら
ず
、

縁
起
に
は
そ
れ
ほ

ど

で
な

い
の
は
、

と
り

つ
き
苦

い
甚
深
性
が
あ
る

か
ら

で
あ
る
。

6
 

因
生
と
衆
因
縁

和
合
生

馬
勝

が
舎
利
弗
に
説

い
て
韓
向
せ
し
め
た

と
傳

へ
ら

れ

る
 
Y
e
 d
h
a
m
m
a

h
e
g
p
p
a
b
h
a
v
a
 
t
e
s
a
m
 
h
e
t
u
m
 
T
a
t
h
a
g
a
t
o
 
a
h
a
/
t
e
s
a
n
 
c
a
 
y
o
 
n
i
r
o
d
h
o

e
v
a
m
 
v
a
d
i
 m
a
h
a
sa
m
a
n
o
 'ti
/
/
 

に
お
け
る
 
h
e
t
up
p
a
b
h
a
v
a
 は
縁
生
・

縁
起

・
因
縁
生
と
課
さ
れ
、
縁
起

の
偶
と
す
る
學
者

さ

へ
あ
る
が
、

明
ら
か
に

「
因
生
」

で
あ
る
。

p
a
tic
c
a
sa
m
 
u
p
p
a
d
a
 
の

用

法
は
前
件

と
後
件
に
お

い
て

「
縁

つ
て
起
る
」
と
さ
れ
る
。
自
因

・
親
因

と
他
縁

・
疎
縁

と
を
分
け
、
前

者

を

無
視
し
、
後
者
に
限
定
し
て
意
味
づ
け
る
な

ら
ば
、

前
者

に
問
題
が
残
る
。

阿
毘
達
磨

に
六
因

・
四
縁

・
五
果
が
追
究

さ
れ
、
唯
識

か
ら
華
嚴

へ
か
け
て
縁

起
因
門

六
義

が
考
察

さ
れ
る
わ
け
が
あ

る
。

7
 

相
關
原
理
と
し
て

の
縁
起

前
件
後
件
、
彼
此
相
互
の
相
關
 
a
n
y
o
n
y
a
-
a
p
e
k
s
a
,
 
p
a
r
a
s
p
a
r
a
-
a
p
e
k
s
a

一
般
原
理
を
示
す

も

の
と
す
る
に
は
、

塞
義
に
よ
る
無
我

・
無
自
性

の
深
達

に

待
た
ね
ば

な
ら
な

い
。
し
か
し
業
報
を
正
し
く
見
分
け
、

業
務
を
あ
り

の
ま
ま

(
3
)

に
見
る
縁
起
の
古
い
使
用
法
が
 
s
u
t
t
a
n
i
p
a
t
a
 
(
I
I
I
.
 
9
,
 
6
0
)
 
に
あ
る
。

1
、

2
、

3
宮

本
編

『
大
乗
佛
教
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成
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史
的

研
究
』
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一

五
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頁
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